
大
石
田
中
学
校
２
年
の
道
人
さ
ん
は
、「
大
石
田
民
謡
研
究
会
」
に
所
属
し
、
民
謡
や
民
舞

の
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
き
っ
か
け
は
、
小
学
校
５
年
生
の
時
、
研
究
会
の
木
村
和
夫
会
長

を
は
じ
め
と
す
る
メ
ン
バ
ー
が
披
露
し
た
大
黒
舞
の
踊

り
を
見
て
興
味
を
持
っ
た
こ
と
で
し
た
。
６
年
生
の
時

に
入
会
し
、
踊
り
だ
け
で
な
く
民
謡
の
練
習
も
行
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

毎
週
水
曜
日
の
練
習
に
加
え
、
自
宅
で
も
自
主
的
に

練
習
を
重
ね
た
結
果
、
５
月
に
開
催
さ
れ
た
民
謡
民
舞

少
年
少
女
山
形
県
大
会
で
は
「
山
形
大
黒
舞
」
を
歌
い
、

民
謡
中
学
生
の
部
で
見
事
３
位
入
賞
し
ま
し
た
。
９
月

に
は
東
京
で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
へ
の
出
場
が
決
定

し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
大
石
田
町
の
劇
団
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
虹
」
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
演
劇
の
勉
強
に
も

取
り
組
ん
で
い
て
、
仲
間
と
毎
年
大
石
田
町
で
公
演
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
演
劇
「
ダ

ブ
リ
ン
の
鐘
つ
き
カ
ビ
人
間
」
の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
応
募
し
、
見
事
合
格
。
６
月
27
日
、
28

日
に
山
形
市
民
会
館
で
の
公
演
に
参
加
し
「
聖
歌
隊
員
」
と
し
て
熱
演
し
ま
し
た
。

学
校
で
は
数
学
が
得
意
で
、
学
習
委
員
と
し
て
も
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
将
来
に
つ
い
て
「
演

劇
が
学
べ
る
大
学
で
基
礎
を
学
び
、
舞
台
役
者
を
目
指
し
た
い
」
と
話
す
道
人
さ
ん
。
脚
本
家

に
な
る
夢
も
持
っ
て
い
て
、
現
在
も
自
己
流
で
脚
本
の
執
筆
に
励
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
「
夢
を

追
い
か
け
て
都
会
に
行
く
こ
と
も
あ
る
と
思
う
が
、
将
来
的
に
は
何
ら
か
の
形
で
大
石
田
町
に

貢
献
し
た
い
」
と
地
域
愛
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
両
親
も
「
自
分
の
夢
を
追
い
か
け
て
ほ
し

い
」
と
全
面
的
に
応
援
し
て
い
ま
す
。

大石田町田沢

印
刷
・
製
本
／
㈲
印
刷
文
化
堂

乱
丁
・
落
丁
・
不
刷
の
際
は
お
取
替
え
い
た
し
ま
す
。

再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
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■(今月の表紙)元気にがんばっています
／お天気カレンダー２

■初夏の味覚「さくらんぼ」全国へ
／村山市産サクランボ品評会３

■特集 第31回通常総代会開催 ４

■ニュース展望台 ６

■いきいき女性部 ９

■みちのくぼいす／クロスワードパズル 10

■お知らせ掲示板 12

■家族で楽しむおいしい一皿／夢追う13歳 16
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▼
農
家
に
な
る
き
っ
か
け
は
？

物
心
が
つ
い
た
時
か
ら
牛
が
い
る
環
境
で

育
っ
た
の
で
、
自
分
は
「
畜
産
を
す
る
人
間

だ
」
と
自
然
に
思
い
、
ス
ム
ー
ズ
に
就
農
し

ま
し
た
。
就
農
し
て
22
年
で
、
現
在
は
肥

育
牛
200
頭
、
繁
殖
牛
10
頭
を
育
て
る
ほ
か
、

水
稲
を
3.6
㌶
栽
培
し
て
い
ま
す
。

▼
就
農
し
て
大
変
だ
っ
た
事
は
？

就
農
当
初
は
、
牛
の
エ
サ
を
ど
れ
だ
け
与

え
れ
ば
い
い
の
か
ま
っ
た
く
分
か
ら
ず
苦
労

し
ま
し
た
。
家
族
に
相
談
し
て
も
「
教
え

ら
れ
て
覚
え
る
の
で
は
な
く
、
や
っ
て
い
る

と
こ
ろ
を
見
て
、
自
分
で
経
験
を
積
み
重
ね

て
い
く
事
！
」
と
言
わ
れ
、
と
に
か
く
必

死
だ
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

▼
こ
れ
ま
で
の
心
に
残
る
出
来
事
は
？

あ
る
日
、
自
宅
に
１
本
の
電
話
が
き
ま
し

た
。「
先
日
、
肉
屋
さ
ん
で
お
肉
を
買
っ
て

食
べ
た
ら
、
今
ま
で
食
べ
た
中
で
１
番
お
い

し
か
っ
た
で
す
。
ま
た
食
べ
た
い
と
思
い
お

店
に
行
っ
た
の
で
す
が
、
す
で
に
売
り
切
れ

て
い
ま
し
た
。
ど
う
し
て
も
食
べ
た
い
の
で

次
は
い
つ
買
え
ま
す
か
？
」
と
い
う
お
客
さ

ん
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
で
し
た
。

そ
の
時
は
驚
く
と
同
時
に
、
と
て
も
う
れ

し
か
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。「
お
い
し

い
」
と
思
っ
て
い
た
だ
き
、
わ
ざ
わ
ざ
連
絡

先
を
調
べ
て
感
想
を
伝
え
て
も
ら
え
る
な
ん

て
、
本
当
に
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。
購
入

し
て
く
だ
さ
っ
た
方
が
、
我
が
家
の
お
肉
で

晴
れ
の
食
卓
を
囲
ん
で
く
れ
た
か
と
思
う
と
、

こ
の
仕
事
を
し
て
い
て
よ
か
っ
た
と
つ
く
づ

く
思
い
ま
し
た
。

▼
大
切
に
し
て
い
る
事
は
？

私
の
職
業
は
新
し
い
命
が
生
ま
れ
、
そ
の

命
を
い
た
だ
く
仕
事
で
す
。
そ
の
た
め
、
一

頭
一
頭
の
命
と
し
っ
か
り
向
き
合
い
、
大
切

に
育
て
、
ス
ト
レ
ス
が
な
い
環
境
を
作
る
こ

と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
牛
と
全
国
の
消
費

者
の
架
け
橋
に
な
れ
る
こ
と
を
常
に
意
識
し

て
い
ま
す
。

見直される夏の行事
夕涼みに花火大会は、昔の夏の光景になるので

しょうか。伝統的に真夏に開催される行事が姿を
変え始めています。
近年の夏は、昼間は外に出るのが危険なくらい

の猛暑になり、夜も気温が下がりにくくなってい
ます。このため、夏の屋外は常に熱中症の危険が
あります。
東京都足立区の花火大会は、例年７月に開催し

ていましたが、５月の開催に変更しました。山形
県酒田市の花火大会も、例年は８月に開催してい
ましたが、９月に変更しています。酷暑や大雨の
リスクを回避するためです。甲子園球場の夏の高
校野球も、2025年は午前と夕方の２部制で試合を
行う日を導入するなど、新しい試みが始まってい

お天気カレンダー
気象予報士 檜山靖洋

ます。
今、夏の楽しみを変えていく

必要が出てきています。それで
も、夜空に咲く花火の一瞬の輝
き、白球に込められた日々の積
み重ねが生む感動は、昔も今も
変わりません。形を変えながら
も夏の記憶は受け継がれていっ
てほしいですね。

尾花沢市鶴巻田

折原 雄翼
ゆうすけ

さん(42歳)

初
夏
の
味
覚
・
さ
く
ら
ん
ぼ
の

出
荷
が
５
月
27
日
か
ら
始
ま
り
、

主
力
の
「
佐
藤
錦
」
は
、
昨
年
よ

り
２
日
ほ
ど
早
い
６
月
３
日
か
ら

共
選
が
始
ま
り
ま
し
た
。
連
日
関

東
・
関
西
地
方
の
市
場
を
中
心
に

出
荷
さ
れ
、
安
全
・
安
心
は
も
ち

初
夏
の
味
覚
｢さ
く
ら
ん
ぼ
｣
全
国
へ

〜
市
場
か
ら
も
高
い
評
価
〜

ろ
ん
、
品
質
も
良
く
「
こ
だ
わ
り

品
の
産
地
」
と
し
て
高
い
評
価
を

得
ま
し
た
。

令
和
６
年
、
７
年
と
２
年
連
続

不
作
が
続
き
ま
し
た
が
、
今
年
は

平
年
並
み
の
収
穫
が
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。
６
月
中
旬
に
は
盛
期
を

迎
え
、
各
共
選
場
で
は
、
１
㌔
の

バ
ラ
詰
め
化
粧
箱
や
700
㌘
の
バ
ラ

詰
め
、
フ
ー
ド
パ
ッ
ク
な
ど
の
荷

姿
で
、
各
共
選
場
に
さ
く
ら
ん
ぼ

を
搬
入
す
る
生
産
者
で
賑
わ
い
ま

し
た
。
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
と

「
村
山
市
産
サ
ク
ラ
ン
ボ
品
評

会
」
が
６
月
16
日
、
村
山
市
の
道

の
駅
「
む
ら
や
ま
」
の
屋
外
広
場

で
開
か
れ
ま
し
た
。「
佐
藤
錦
」

と
「
紅
秀
峰
」
２
品
種
の
品
評
会

で
、
審
査
の
結
果
、
佐
藤
錦
で
大

久
保
地
域
の
保
科
宏
悦
さ
ん
、
紅

秀
峰
で
楯
岡
地
域
の
大
山
拓
也
さ

ん
の
さ
く
ら
ん
ぼ
が
最
優
秀
賞
に

輝
き
ま
し
た
。
最
高
糖
度
賞
で
は
、

佐
藤
錦
で
26
・
２
度
、
紅
秀
峰
で

26
・
５
度
で
し
た
。

同
市
で
生
産
さ
れ
た
１
㌔
バ
ラ

詰
め
の
「
佐
藤
錦
」
18
点
と
「
紅

秀
峰
」
17
点
が
出
品
。
大
き
さ
は

２
Ｌ
以
上
で
、
北
村
山
農
業
技
術

普
及
課
の
工
藤
信
普
及
推
進
主
幹

兼
課
長
を
審
査
委
員
長
に
、
当
Ｊ

Ａ
の
三
浦
組
合
長
ら
４
人
が
１
箱

ず
つ
審
査
し
ま
し
た
。

最
優
秀
賞
以
外
の
結
果
は
次
の

通
り
。
(敬
称
略
)

◎
｢佐
藤
錦
｣の
部

▽
優
秀
賞
＝
井
澤
秀
樹
(戸
沢
）

▽
奨
励
賞
＝
柴
崎
麻
菜
美
(楯
岡
）

齋
藤
隆
樹
(大
倉
)

▽
最
高
糖
度
賞
＝
門
脇
隆
宏
(大
久
保
)

◎
｢紅
秀
峰
｣の
部

▽
優
秀
賞
＝
軽
部
和
博
(大
久
保
）

▽
奨
励
賞
＝
佐
藤
吉
孝
(楯
岡
）

門
脇
利
永
(大
久
保
）

▽
最
高
糖
度
賞
＝
大
山
拓
也
(楯
岡
) ▲さくらんぼの出来をチェックする審査委員

し
て
の
出
荷
も
連
日
作
業
が
続
き
、

「
紅
秀
峰
」
も
６
月
中
旬
か
ら
出

荷
が
始
ま
り
、
管
内
産
の
さ
く
ら

ん
ぼ
が
全
国
の
消
費
者
の
元
へ
届

け
ら
れ
ま
し
た
。

本
格
的
出
荷
を
目
前
に
控
え
、

村
山
営
農
セ
ン
タ
ー
さ
く
ら
ん
ぼ

生
産
部
は
６
月
６
日
に
、
出
荷
の

説
明
を
兼
ね
た
目
ぞ
ろ
え
会
を
開

き
ま
し
た
。
担
当
職
員
が
今
年
度

の
生
育
状
況
や
販
売
状
況
に
つ
い

て
説
明
し
出
荷
に
係
わ
る
注
意
点

な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

各共選場には次々とさくらんぼが搬入（果実選果施設）

▶
格
付
け
作
業

▶
目
ぞ
ろ
え
会

佐藤錦で保科さん
紅秀峰で大山さん
～村山市産サクランボ品評会～

が最優秀

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
来月のあなたの運勢 ８月占いコーナー モナ・カサンドラ



葉
山
地
区

犬飼 庸智
(総務部会)

筆頭理事

４５

令
和
８
年
度
は
第
十
次
経
営
管
理
３
カ
年

計
画
の
最
終
年
で
あ
り
、
次
期
３
カ
年
に
向

け
て
の
飛
躍
の
年
と
な
り
ま
す
。
役
職
員
一

致
団
結
し
、「
農
業
生
産
基
盤
の
強
化
」「
Ｊ

Ａ
経
営
基
盤
の
強
化
」「
組
合
員
・
地
域
と

の
結
び
つ
き
強
化
」
を
基
本
と
し
、
各
事
業

の
重
点
実
施
事
項
の
確
実
な
実
践
に
よ
り
、

将
来
に
わ
た
る
持
続
可
能
な
農
業
の
実
現
と

地
域
の
発
展
に
、
三
十
年
の
重
み
を
感
じ
な

が
ら
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

組
合
員
な
ら
び
に
、
関
係
機
関
各
位
の
ご

指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
衷
心
か
ら

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ

総代会後の理事会および監事会におい
て、三浦康彦組合長、近藤則昭専務、細
矢清一常務理事を再任し、代表監事に遠
藤英悦氏、常勤監事に清水敬美氏を新任
しました。（敬称略）

代表理事組合長
(戸沢地区)

三浦 康彦
葉
山
地
区

玉
野
地
区

福
原
地
区

常
盤
地
区

近藤 則昭
代表理事専務

理
事
会
推
薦

尾
花
沢
地
区

井上 玲子
(総務部会)

西
郷
地
区

戸
沢
地
区

斎藤 真栄
(信用共済部会 部会長)

海
谷
地
区

袖
崎
地
区

石山 公己
(総務部会 副部会長)

宮
沢
地
区

後藤 一彦
(総務部会 部会長)

楯
岡
・
大
倉
地
区

大山 拓也
(営農･経済部会)

理
事
会
推
薦

尾
花
沢
地
区

(信用共済部会)

大
高
根
地
区

横
山
地
区

髙橋 文彦
(営農･経済部会)

西
郷
地
区

須藤 昭信
(信用共済部会)

大
石
田
・
豊
田
地
区

芳賀 富弥
(総務部会)

理
事
会
推
薦

理
事
会
推
薦

(営農･経済部会)

福
原
地
区

(営農･経済部会)

楯
岡
・
大
倉
地
区

(信用共済部会 副部会長)

大
石
田
地
区

田中 稔

村
山
地
区

小玉 裕

理
事
会
推
薦

常勤監事

尾
花
沢
地
区

遠藤 英悦
代表監事

理
事
理
事

監
事
監
事

大類美喜夫

笹原 泉髙橋 央髙橋 郁子
細矢 清一

清水 敬美市倉 啓二

常務理事(信用担当常務理事)

員外監事

新役員体制決まる新役員体制決まる

代表理事組合長に

三浦康彦氏が再任

鎌田 仁
(営農･経済部会)

東海林和博
(営農･経済部会 副部会長)

生亀 力
(営農･経済部会)

青木 勝一
(営農･経済部会 副部会長)

太田 和明
(総務部会)

笹原 剛
(営農･経済部会 部会長)

(信用共済部会)
小内 文子

牡牛座
4/20～5/20

【全体運】スムーズに物事が進まないとき。あえてペースダウンをしてゆっくり進めればミスを減らせます。下旬は上昇運
【健康運】喉に痛みを感じたら早めにケアを。喉あめが◎ 【幸運の食べ物】葉ショウガ

牡羊座
3/21～4/19

【全体運】夏ならではのレジャーを楽しむと運気がアップ。人の和を大切に。出会いが日々を豊かにします。旅行が吉
【健康運】体調の変化に敏感に対処して。外出時には帽子を 【幸運の食べ物】エダマメ

三
浦
組
合
長
が
「
令
和
７
年
度

は
、
７
月
か
ら
の
猛
暑
、
秋
ま
で

続
い
た
高
温
少
雨
の
影
響
な
ど
、

農
作
物
の
管
理
に
は
苦
労
し
た
年

と
な
っ
た
。
国
際
情
勢
が
一
段
と

不
安
定
化
し
て
い
る
中
、「
農
業

者
の
所
得
増
大
」「
農
業
生
産
の

拡
大
」「
地
域
の
活
性
化
」
を
基

本
目
標
と
し
た
「
創
造
的
自
己
改

革
の
実
践
」
に
取
り
組
み
、
組
合

員
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
で
計

画
を
上
回
る
経
常
利
益
を
確
保
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
令
和
８
年
度

は
、
第
十
次
経
営
管
理
３
カ
年
計

画
の
集
大
成
で
あ
る
最
終
年
度
で

あ
る
。
各
事
業
の
重
点
実
施
事
項

の
確
実
な
実
践
に
よ
り
、
将
来
に

わ
た
る
持
続
可
能
な
農
業
の
実
現

と
地
域
の
発
展
に
貢
献
し
て
い

く
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

議
長
に
板
垣
英
樹
さ
ん
（
西
郷

地
区
総
代
)と
笹
原
浩
之
さ
ん
(玉

野
地
区
総
代
)が
選
任
さ
れ
、
令

和
７
年
度
事
業
報
告
お
よ
び
剰
余

金
処
分
に
つ
い
て
、
令
和
８
年
度

事
業
計
画
の
設
定
に
つ
い
て
、
役

員
の
選
任
に
つ
い
て
な
ど
７
つ
の

議
案
と
付
帯
決
議
に
つ
い
て
審
議

さ
れ
、
原
案
通
り
に
可
決
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

令
和
８
年
度
は
、
第
十
次
経
営

管
理
３
カ
年
計
画
の
最
終
年
と
な

り
ま
す
。
第
30
回
Ｊ
Ａ
山
形
県
大

会
で
決
議
さ
れ
た
「
め
ざ
す
姿
」

の
実
現
に
向
け
、
当
Ｊ
Ａ
が
掲
げ

る
活
動
の
３
本
柱
と
し
て
「
農
業

生
産
基
盤
の
強
化
｣｢Ｊ
Ａ
経
営
基

盤
の
確
立
・
強
化
｣｢組
合
員
・
地

第
31
回
通
常
総
代
会
開
催

全
議
案
原
案
通
り

あいさつする
三浦組合長

▲議長団に選出された
板垣さん(左)と笹原
さん

可
決
承
認

第
31
回
通
常
総
代
会
が
６
月
19
日
、
午
後
２
時
30
分
よ
り
Ｊ
Ａ
本

店
３
階
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
、
総
代
401
人
（
委
任
出
席
、
書
面
議
決
含

む
）
が
出
席
。
全
議
案
慎
重
審
議
さ
れ
、
原
案
通
り
可
決
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
議
事
に
先
立
ち
組
合
員
表
彰
が
行
わ
れ
、
永
年
勤
続
者
な

ど
12
人
に
表
彰
状
・
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

域
と
の
結
び
つ
き
強
化
｣を
基
本

に
、「
食
｣と
｢農
｣を
守
り
、
将
来

に
わ
た
る
持
続
可
能
な
農
業
と
地

域
共
生
社
会
の
実
現
に
貢
献
し
て

い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

総
代
会
に
さ
き
が
け
地
区
別
総

代
協
議
会
が
、
村
山
地
区
が
６
月

11
日
に
本
店
で
、
尾
花
沢
地
区
、

大
石
田
地
区
が
６
月
10
日
に
各
営

農
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

特特集集

総代出席状況

総代の数 505人
(令和８年６月19日現在)

出席総代数 401人
◎本人出席 273人
◎委任状による代理出席 18人
◎書面議決 110人▲表彰された皆さん



６７

宮沢小学校の５、６年生10人が６月２日、宮沢地
区の水田で「さわのはな」の田植えを行いました。
約１㌃の水田に、昔ながらの｢枠ころがし｣で植え
る場所に目印をつけ、20㌢ほどに伸びた苗を丁寧に
植えました。苗は農事組合法人｢魁｣の協力で準備し、
鈴木文雄代表理事らが田植えの指導も行いました。
約50㌔の収穫を見込んでいて、調理実習で味わう
ほか、学習発表会で来場者にプレゼントする計画。
また、150㌘の小袋にして銀山温泉で観光客に配り、
おいしさを知ってもらうＰＲ活動も予定しています。

すいかの交配時期が本格化するのを前に、尾花沢
営農センターすいか生産部会は５月29日、尾花沢市
内のすいか畑２カ所で栽培講習会を開きました。今
季から導入した新品種「祭ばやし777α（アルフ
ァ）」の品種特性や栽培管理を学びました。
尾花沢市二藤袋の古舘浩一さんの畑で開かれた講
習会には、生産者ら40人が参加。北村山農業技術普
及課の本田佳澄技師が交配前後の管理や病害虫防除
のポイントを示しました。講習会では、(株)萩原農
場の坪井直志普及開発部長が、新品種の特性と栽培
について説明しました。
参加した生産者たちは新品種の特性を理解し、高
品質な「尾花沢すいか」栽培のポイントなどを確認
しました。
▶
｢祭
ば
や
し
７
７
７
α
｣の
特
性
を

学
ぶ
生
産
者
ら

新品種｢祭ばやし777α｣学ぶ
～すいか現地講習会～

宮沢小児童が｢さわのはな｣の田植え
小玉すいか振興部会は６月17日、大石田町の「あ
ったまりランド深堀」で販売対策会議を開きました。
生産者の代表と市場の販売担当者ら１５人が出席し、
出荷数量２万8500㌜の目標必達を誓いました。
三原亮部会長のあいさつに続き協議では、ＪＡの
担当者が今年度の生育概況や販売方針について説明。
再生産確保と経営の安定を図るため、１㌔当たりの
販売価格が350円以上になるよう要請しました。
東京青果株式会社果実第３事業部の水ノ江勇太課
長補佐が、消費地の情勢や他産地の生産状況を報告。
活発に意見交換が行われ、選果施設の選果システム
を有効活用し、市場との情報交換を密にして高値販
売を目指していくことを確認しました。

情報共有で有利販売
～小玉すいか販売対策会議～

尾花沢市で誕生したものの、生産者が少なく「幻
の米」と呼ばれている「さわのはな」を継承するた
め、尾花沢営農センター「幻米『さわのはな』クラ
ブ」（渡辺精一会長）では６月１日、尾花沢市正厳
の田んぼで田植えを行いました。
「さわのはな」は、1960年に同市の農業試験場・
尾花沢分場で誕生した品種。栽培の難しさや見た目
が悪く上位等級が望めないなどから生産者が減りま
したが、良食味米として評価が高く、栽培を希望す
る農家向けに同クラブが栽培と種子の供給を行って
います。作業当日は、クラブのメンバー９人が参加。
約10㌃の田んぼの内、１㌃には、20㌢ほどに伸びた
「原原種」の苗を一本一本手植えしました。
現在「さわのはな」は４㌶ほど栽培されています
が、主食用の他、尾花沢市の特産品である幻酒「翁
山」の原料として用いられています。

種子を次代へ田植を実施
～｢玄米『さわのはな』クラブ｣のメンバー～

当
Ｊ
Ａ
は
６
月
３
日
、
村
山
市
、

尾
花
沢
市
、
大
石
田
町
に
そ
れ
ぞ

れ
１
基
ず
つ
、
計
３
基
の
箱
わ
な

を
寄
贈
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
共
済
連

山
形
も
本
年
度
、
県
に
箱
わ
な
50

基
を
寄
贈
し
、
３
市
町
に
は
計
８

基
が
届
け
ら
れ
ま
す
。

三
浦
組
合
長
が
２
市
１
町
を
訪

れ
、「
安
心
し
て
営
農
活
動
が
で

き
る
環
境
づ
く
り
に
役
立
て
て
ほ

し
い
」
と
述
べ
、
首
長
に
目
録
と

箱
わ
な
が
描
か
れ
た
パ
ネ
ル
を
手

渡
し
ま
し
た
。

管
内
で
は
、
鳥
獣
に
よ
る
農
地

や
農
作
物
へ
の
被
害
が
年
々
拡
大

し
て
い
て
、
生
産
者
へ
の
影
響
は

深
刻
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
生
産

者
は
特
産
の
す
い
か
や
水
田
、
果

樹
園
な
ど
に
電
気
柵
を
設
置
す
る

な
ど
の
防
止
対
策
を
進
め
て
い
ま

す
が
、
設
置
に
対
し
て
行
政
の
助

成
は
あ
る
も
の
の
経
済
的
負
担
が

大
き
い
の
も
現
状
で
す
。
こ
の
よ

う
な
課
題
に
対
応
す
べ
く
、
地
域

貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
今
回
の

寄
贈
を
実
施
し
ま
し
た
。

▲志布隆夫村山市長(右)に目録と
パネルを手渡す三浦組合長

２
市
１
町
に
箱
わ
な
寄
贈

〜
当
Ｊ
Ａ
が
地
域
貢
献
〜

第
９
回
Ｊ
Ａ
総
称
山
形
牛
枝
肉

共
進
会
が
６
月
22
日
、
山
形
県
食

肉
公
社
で
開
か
れ
ま
し
た
。
片
倉

雄
一
さ
ん
の
肥
育
し
た
黒
毛
和
種

の
雌
牛
が
優
秀
賞
１
席
を
受
賞
。

(株
)尾
﨑
牧
場
が
優
良
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

肉
質
改
善
な
ら
び
に
肥
育
技
術

の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
山
形

牛
の
消
費
宣
伝
に
つ
な
げ
る
こ
と

を
目
的
に
開
か
れ
た
も
の
で
、
村

山
・
最
上
・
庄
内
地
区
か
ら
98
頭
、

当
Ｊ
Ａ
か
ら
は
30
頭
が
出
品
さ
れ

ま
し
た
。

▶
優
秀
賞
１
席
に
輝
い
た
片
倉
雄
一

さ
ん
と
枝
肉

蟹 座
6/22～7/22

【全体運】ハプニング要素もありますが冷静に対処すればOK。困ったときは周囲の意見も参考に。おいしい物にツキあり
【健康運】日差しへの対策は入念に。UVカットのアイテムが◎ 【幸運の食べ物】大葉

双子座
5/21～6/21

【全体運】良い話が聞けるなど幸運が続くとき。いいことがあったら周囲にもお裾分けを。皆で楽しめばより運気アップ
【健康運】疲れを感じたら療養が必要なサイン。ゆっくり休んで 【幸運の食べ物】桃

片
倉
さ
ん
が
優
秀
賞
１
席

〜
山
形
牛
枝
肉
共
進
会
〜

▲結城裕尾花沢市長(左)に目録と
パネルを手渡す三浦組合長

▲庄司中大石田町長(右)に目録と
パネルを手渡す三浦組合長

村
山
市
楯
岡
地
区
で
、
６
月
２

日
か
ら
下
旬
ま
で
楯
岡
営
農
生
産

組
合
(柴
崎
繁
俊
組
合
長
)に
よ
る

大
豆
の
は
種
作
業
が
行
わ
れ
ま
し

た
。今

年
は
73
・
４
㌶
の
転
作
田
に

専
用
の
機
械
４
台
で
種
を
ま
き
ま

し
た
。
同
地
区
で
は
、
地
域
一
体

と
な
っ
て
ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
ー
シ

ョ
ン
方
式
に
よ
る
大
豆
の
集
団
転

作
に
取
り
組
ん
で
い
て
、
は
種
か

ら
刈
り
取
り
、
脱
穀
、
乾
燥
、
調

製
な
ど
労
力
を
必
要
と
す
る
作
業

は
、
同
組
合
が
行
っ
て
い
ま
す
。

10
月
下
旬
に
は
専
用
の
コ
ン
バ

イ
ン
で
刈
り
取
り
を
行
い
ま
す
。

▶
転
作
田
に
専
用
の
機
械
で
の
は
種

作
業

転
作
田
に
大
豆
種
ま
き

〜
楯
岡
営
農
生
産
組
合
〜

６
月
12
日
、
尾
花
沢
市
内
の
水

田
で
水
稲
現
地
講
習
会
を
開
き
、

米
生
産
者
ら
20
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
北
村
山
農
業
技
術
普
及
課
の

佐
藤
香
澄
主
任
普
及
指
導
員
が
、

生
育
状
況
を
報
告
し
、
茎
数
確
保

や
今
後
の
水
管
理
、
病
害
虫
防
除

の
ポ
イ
ン
ト
を
話
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
Ｊ
Ａ
の
担
当
者
が
水

田
の
給
水
作
業
を
自
動
化
す
る

「
ア
ク
ア
ポ
ー
ト
」
に
つ
い
て
説

明
。
水
位
セ
ン
サ
ー
に
よ
り
田
ん

ぼ
へ
の
給
水
、
止
水
を
自
動
化
で

き
、
水
田
の
見
回
り
が
省
力
化
で

き
る
な
ど
、
農
作
業
の
負
担
軽
減

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

▲現地講習会で熱心に聴講する参加者

生
育
状
況
を
確
認

〜
尾
花
沢
で
水
稲
現
地
講
習
会
〜

▶
あ
い
さ
つ
す
る
三
原
部
会
長

▶
さ
わ
の
は
な
の
苗
を
植
え
る
メ
ン
バ
ー

▶
苗
を
田
植
え
す
る
児
童
ら



８９

大石田町内３小学校の６年生44人は６月３日、大
石田南小学校東側の畑で自然薯の種芋を植える体験
学習を行いました。大石田町新作物開発研究会のメ
ンバー13人が協力しました。
研究会の海藤明会長が自然薯の特徴や植え方を説

明。畑に移動した児童たちは、一人３個の種芋を畑
に置き、自分の名前と「大きく元気に育ってね」な
どと書かれたカードを畑にさしました。あいにくの
雨模様で、土をかける作業は研究会のメンバーを中
心に行いました。
大石田南小の渡部真結さん(11)は「学校で自然薯

を育てる大変さを勉強した。おいしく育ってほし
い」と話しました。

当ＪＡは６月７日、大石田町駒籠の子ども食堂で
地域食堂の「にこにこ食堂」に管内産さくらんぼ「佐
藤錦」２㌔とランチョンマットなど食農教育資材を
贈りました。
三浦組合長が駒籠公民館を訪れ、「おいしいさく

らんぼを子どもたちや利用者に食べさせてほしい」
と話し、大石英子代表にさくらんぼを手渡しました。
昨年12月に食堂を始め、スタッフ４人とボランティ
アで毎月第１日曜日に開いています。同地区は一人
暮しの世帯も多く、地域食堂の一面もあり世代を超
えた地区民の交流の場にもなっています。
大石代表は「ＪＡグループの善意に感謝する。さ

くらんぼは初めてで子供たちも喜んで食べてくれる
と思う」と話しました。

▶
大
石
代
表
(右
か
ら
４
人
目
)に
さ
く

ら
ん
ぼ
を
贈
呈
す
る
三
浦
組
合
長

（
右
か
ら
３
人
目
）

▶
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
収
穫
す
る
戸
沢
小

の
児
童

｢さくらんぼ｣どうぞ
～子ども食堂に贈る～

自然薯、大きくなあれ
～大石田の児童植え付け体験～

袖崎小学校では６月12日、地元食材を使った「天
然ジュンサイ・さくらんぼ給食」が行われ、全児童
39人がランチルームで味わいました。
(株)大高根じゅん菜採取の協力で収穫されたジュ

ンサイと当ＪＡの協力で準備されたさくらんぼ「佐
藤錦」1.5㌔が給食のメニューを飾りました。ジュ
ンサイはすまし汁の具材として提供。６年の玉羽葵
織さん(12)は「ヌルっとしていて、はしでつかむの
が大変だけど、プルプルしておいしい」と話し、「さ
くらんぼは甘酸っぱくておいしい。たくさん食べた
い」と頬張っていました。
▶
ジ
ュ
ン
サ
イ
・
さ
く
ら
ん
ぼ
給
食
を

楽
し
む
袖
崎
小
の
児
童

天然ジュンサイとさくらんぼ給食
～袖崎小児童ら地元の旬味わう～

ブルーベリーの収穫体験ができる、村山市白鳥の
大沼ファームブルーベリーガーデンが６月24日に
オープンしました。開園式には、戸沢小学校の３年
生と６年生22人を招待しました。
約30㌃の園地には17品種、約300本のブルーベリー

が無農薬で栽培されています。園主の大沼清孝さん
(64)は「今年の出来は例年以上に良い。小学生以下
は無料なので多くの人が来園し、食べておいしさを
知ってほしい」と話しました。
３年の黒沼柚花さん(９)は「楽しかった。大きく

て甘くておいしい。また来たい」と感想を述べまし
た。開園前には６年生が園地を訪れ、清掃作業のボ
ランティアも行いました。

甘さ抜群
～観光ブルーベリー園開園～

▶
自
然
薯
を
畑
に
置
き
名
前
と

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
書
か
れ
た
カ
ー

ド
を
さ
す
児
童

乙女座
8/23～9/22

【全体運】安定運ですが思い悩むことが多そう。気分転換は大切。外出や趣味の時間を多めに取ってリフレッシュを
【健康運】不調は解消へ。考え過ぎないのが良いようです 【幸運の食べ物】レタス

獅子座
7/23～8/22

【全体運】好調運に恵まれパワフル。周囲への気遣いが称賛の的に。新しいことを始めてみると周囲の協力も得られます
【健康運】夜は早めに就寝を。良く眠れる枕を探してみて 【幸運の食べ物】イチジク



❶飛行機が飛び立つこと
❸田んぼでゲロゲロ鳴きます
❺土地の広さをあらわす単位
のひとつ

❻シャワシャワと蝉――が降
り注ぐ

❼パールともいいます
❾ヒヨコのための栄養が豊富
な部分

11小銭入れに入れます
13ブイもこの仲間
15北海道と青森を結ぶ――ト
ンネル

17野球の出場メンバーのこと
19金づちで打ち込みます
20嘘から出た――
21盆――、阿波――

⬇ タテのカギ
❶令和８年は８月７日。暦の上
ではもう秋です

❷髪に結わえるもの
❸タンスや机などのこと
❹――ギターは電気信号で音を
奏でます

❻8月15日は――記念日。平和
を祈念します

❽初対面の人に――紹介をした
10ハンバーグに入れるタマネギ
の切り方

12多くは殻を持つ生き物。実は
ウミウシもこの仲間

14炒った大豆をひいたもの
16分度器で測ります
18納豆が引くもの

➡ ヨコのカギ

み
ち
の
く
川
柳
･短
歌
･俳
句
コ
ー
ナ
ー

み
ち
の
く
川
柳
･短
歌
･俳
句
コ
ー
ナ
ー

み
ち
の
く
川
柳
･短
歌
･俳
句
コ
ー
ナ
ー

クロスワードを解いて、Ａ～Ｅの二重ワクの
文字を順に並べてできた言葉が答えです。

村
山
市
楯
岡
北
町

一
丁
目
１
番
１
号

Ｊ
Ａ
み
ち
の
く
村
山

広
報
係
行

1011

20

21

17

17

18

20

19

13

14

15

16

11

12

７

８

12

９

10

５

６

１

２

３

４

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
答え

19

20

16

17

18

12

13

14

15

10

11

12

８

９

12

10

６

７

１

２

３

４

５

パズル正解者の中から厳正な抽選の結果､下記の
５名の方が当選しました。おめでとうございます。

６月号の答え ｢ミナミカゼ｣

[ハガキ記入例]◆応募のきまり
•応募は１人につき１回有効です。
•紙面の都合により「みちのくぼいす」
に掲載されないこともあります。

•｢みちのくぼいす｣に掲載されない場合
も、パズルは抽選対象になります。

•当選発表を『ふれあい』８月号で行い
ます。あらかじめご了承ください。

◆応募先
•ハガキ…[記入例]をご参照ください。
•電子メール…fureai@mitinoku.or.jp
•FAX…0237-55-5825

◆応募締め切り ７月23日(木)
※ 当日消印有効

ペンネームを使用する方は、
本名・ペンネーム両方とも
記入して下さい

パズルを解いて、さあ応募！
すてきな賞品をプレゼント
みちのくぼいす「テーマ大賞」…………１名
クロスワードパズル正解者の中から……５名

995-001185

住所の書き忘れにも
ご注意下さい！

①パズルの答え
②｢みちのくぼいす｣テ
ーマなどに関する身
近な話題、ご意見・
ご感想
③郵便番号・住所
④氏名・ペンネーム
⑤年齢
⑥性別
⑦電話番号

•胡蝶蘭 さん(尾花沢市）
•チコちゃんにごしゃがれる さん(村山市)
•快のじいちゃん さん(大石田町)
•ズンズンコ さん(大石田町)
•ピンクのあじさい さん(尾花沢市)

Ｂ

今
回
の
テ
ー
マ

◆
毎
月
た
く
さ
ん
の
お
便
り
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

◆
次
回
の
テ
ー
マ
は
…

「
暑
さ
と
の
付
き
合
い
方
」です

。

暑
い
夏
が
や
っ
て
き
ま
す
。
皆

さ
ん
の
暑
さ
対
策
な
ど
暑
さ
に
負

け
な
い
過
ご
し
方
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。
お
便
り
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

｢お
気
に
入
り
の
雨
の
日

の
過
ご
し
方
｣

テ
ー
マ
大
賞

Ｃ

ウ シ ダ ン キ

タ ナ バ タ ヒ ゴ
マ ツ リ オ コ ゼ
ゴ ス ナ ウ ン

イ ン ス イ ミ ン

タ タ ミ ジ キ

カ ザ ン セ セ リ

最
近
は
家
族
全
員
が
編
み
物
・
縫

い
物
に
熱
中
し
て
い
る
の
で
、
雨
で

畑
に
出
ら
れ
な
く
て
も
時
間
を
有
効

に
使
え
て
い
ま
す
。

（
大
石
田
町
／
隊
長
さ
ん
)

雨
の
日
も
、
ド
ラ
イ
ブ
が
好
き
で

す
。
出
掛
け
て
、
目
的
地
に
着
き
雨

が
や
ん
だ
ら
、
最
高
！

(尾
花
沢
市
／
な
っ
ち
ゃ
ん
マ
マ
さ
ん
）

雨
の
日
は
、
外
出
を
な
る
べ
く
避

け
て
、
そ
れ
ま
で
録
画
し
て
お
い
た

ビ
デ
オ
を
視
聴
し
た
り
、
ス
マ
ホ
か

ら
自
動
転
送
さ
れ
た
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の

チ
ェ
ッ
ク
な
ど
、
パ
ソ
コ
ン
の
デ
ー

タ
整
理
を
し
て
過
ご
し
て
ま
す
。

(大
石
田
町
／
ズ
ン
ズ
ン
コ
さ
ん
)

雨
の
日
は
外
出
が
億
劫
に
な
る
た

め
、
在
宅
を
し
普
段
で
き
な
い
所
の

掃
除
、
整
理
整
頓
の
タ
イ
ミ
ン
グ
と

割
り
切
っ
て
い
ま
す
。

（
京
都
府
京
都
市
／
サ
ラ
ダ
さ
ん
）

録
画
し
て
い
た
テ
レ
ビ
番
組
を
観

る
こ
と
で
す
。
忙
し
く
な
け
れ
ば
で

す
が
い
っ
き
に
観
ま
す
。

（
村
山
市
／
ポ
テ
チ
さ
ん
)

い
つ
も
楽
し
く
拝
見
し
て
い
ま
す
。

雨
の
日
は
、
趣
味
の
模
型
製
作
に
没

頭
し
ま
す
。

（
大
阪
府
堺
市
／
た
ろ
や
ん
さ
ん
）

雨
の
日
の
外
出
は
お
っ
く
う
に
な

り
ま
す
が
日
頃
の
疲
れ
を
取
る
に
は

や
っ
ぱ
り
温
泉
に
行
く
事
が
１
番
で

す
。
温
泉
の
後
は
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し

て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
。
美
味
し
い
ご
飯

食
べ
て
最
高
の
癒
し
で
す
ね

今
年

も
楽
し
み
ま
す
。

(尾
花
沢
市
／
ピ
ン
ク
の
あ
じ
さ
い
さ
ん
)

毎
月
広
報
誌
を
Ｐ
Ｃ
で
閲
覧
し
て

楽
し
ま
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
ク

ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
は
ボ
ケ
防
止
に

役
立
っ
て
い
ま
す
。

（
東
京
都
／
Ｙ
ｕ
じ
さ
ん
)

雨
に
な
る
と
外
出
し
よ
う
と
い
う

意
欲
が
な
く
な
り
、
家
の
中
で
で
き

る
事
を
し
ま
す
が
、
雨
に
濡
れ
る
花

を
ぼ
〜
っ
と
眺
め
て
癒
さ
れ
る
よ
う

に
過
ご
し
て
い
ま
す
。

(愛
知
県
岡
崎
市
／
あ
ふ
が
ん
さ
ん
)

雨
の
日
は
休
農
日
。
朝
か
ら
録
画

し
た
テ
レ
ビ
番
組
を
見
る
の
が
楽
し

み
で
す
。
余
談
で
す
が
…
わ
が
家
の

玄
関
前
に
昨
年
か
ら
ス
ズ
メ
が
巣
を

作
る
よ
う
に
な
り
、
初
め
は
せ
っ
せ

と
取
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
ス
ズ
メ

夫
婦
の
一
生
懸
命
材
料
を
運
ぶ
姿
に

根
負
け
、
見
守
る
こ
と
に
。
無
事
ひ

な
が
生
ま
れ
、
消
え
入
り
そ
う
な
声

で
鳴
い
て
い
た
の
も
大
分
声
が
大
き

く
な
り
、
間
も
な
く
巣
立
ち
か
と
。

住
み
に
く
い
世
の
中
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
無
事
育
っ
て
ほ
し
い
も
の
で

す
。

(大
石
田
町
／
快
の
じ
い
ち
ゃ
ん
さ
ん
)

日
頃
、
家
事
、
農
作
業
等
慌
た
だ

し
い
生
活
の
中
で
、
記
事
や
資
料
を

早
読
み
、
流
し
読
み
し
て
ゆ
っ
く
り

で
き
ま
せ
ん
が
、
雨
の
日
は
の
ん
び

り
と
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
疲
れ
を
癒
し
、

新
聞
の
気
に
入
っ
た
情
報
や
記
事
を

収
集
し
て
じ
っ
く
り
読
ん
で
、
ノ
ー

ト
に
貼
付
し
た
り
ま
と
め
た
り
し
て

い
ま
す
。(村

山
市
／
ス
ガ
ッ
チ
さ
ん
)

雨
の
日
は
子
ど
も
た
ち
と
オ
セ
ロ

や
ト
ラ
ン
プ
等
を
し
て
過
ご
し
ま
す
。

母
ち
ゃ
ん
が
暇
な
の
を
相
手
に
し
て

く
れ
る
高
校
生
の
子
供
た
ち
…
あ
り

が
と
う
‼

(尾
花
沢
市
／
２
児
の
母
ち
ゃ
ん
さ
ん
)

雨
の
日
は
、
い
く
ら
車
で
も
出
歩

か
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
雨
は

い
や
で
す
ね
。

（
大
石
田
町
／
桃
太
郎
さ
ん
)

雨
の
日
は
朝
か
ら
「
今
日
は
何
を

し
よ
う
か
な
」
と
考
え
る
だ
け
で
う

れ
し
く
な
り
ま
す
。
普
段
で
き
な
い

こ
と
を
し
た
い
の
で
す
が
、
中
々
思

い
つ
か
ず
…
結
局
好
き
な
Ｃ
Ｄ
を
聞

き
な
が
ら
台
所
や
冷
蔵
庫
の
整
理
を

し
た
り
、
予
定
通
り
に
は
い
き
ま
せ

ん
が
、
久
々
の
休
日
と
な
り
ま
し
た
。

(村
山
市
／
山
ち
ゃ
ん
さ
ん
)

野
菜
畑
に
行
く
こ
と
を
あ
き
ら
め
、

買
い
物
や
め
！
と
心
に
決
め
て
、
台

所
で
家
事
。
時
に
は
ソ
フ
ァ
ー
や
ベ

ッ
ド
に
横
に
な
り
、
ラ
ジ
オ
を
聞
く

半
分
、
聞
か
ぬ
半
分
ゆ
っ
く
り
し
ま

す
。
雨
は
私
の
身
心
に
良
し
、
野
菜

畑
に
良
し
と
し
て
い
ま
す
。

（
村
山
市
／
コ
ロ
コ
ロ
ヒ
ロ
さ
ん
）

蒸
し
蒸
し
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

過
度
に
空
調
を
効
か
し
て
ゴ
ロ
ゴ
ロ

し
な
が
ら
テ
レ
ビ
を
見
る
の
が
一
番

か
な
。
た
ま
に
は
本
も
読
み
ま
す
よ
。

（
尾
花
沢
市
／
ペ
ン
ギ
ン
さ
ん
)

あ
れ
も
こ
れ
も
や
り
た
い
こ
と
だ

ら
け
で
、
雨
も
い
い
も
ん
で
す
。
ほ

こ
り
ま
み
れ
の
野
菜
た
ち
も
活
き
活

き
ピ
ー
ン
と
し
て
喜
ん
で
い
る
の
が

感
じ
ら
れ
て
、
窓
か
ら
ゆ
っ
く
り
畑

を
な
が
め
て
活
力
を
も
ら
い
、
ラ
ジ

オ
を
聞
き
な
が
ら
針
仕
事
。
夫
の
浴

衣
を
ほ
ど
い
て
３
㌢
幅
く
ら
い
に
カ

ッ
ト
し
、
１
㍍
く
ら
い
の
三
つ
編
み

を
作
り
ま
す
。
そ
れ
を
丸
く
閉
じ
て

鍋
敷
き
を
作
り
、
ひ
も
を
つ
け
下
げ

る
よ
う
に
し
て
完
成
。
そ
の
先
に
友

の
顔
が
あ
り
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し

て
い
ま
す
。

（
尾
花
沢
市
／
胡
蝶
蘭
さ
ん
)

朝
ゆ
っ
く
り
し
て
お
茶
や
コ
ー
ヒ

ー
を
飲
み
、
テ
レ
ビ
を
見
て
昼
寝
を

す
る
こ
と
が
楽
し
み
で
す
。

（
村
山
市
／
ゆ
き
ち
ゃ
ん
さ
ん
)

も
う
卒
寿
を
過
ぎ
た
今
、
ど
う
し

て
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
仕
事
も

な
く
、
晴
耕
Ｔ
Ｖ
？
で
、
毎
日
を
送

っ
て
い
る
。

（
尾
花
沢
市
／
ま
だ
ら
ボ
ケ
さ
ん
）

６
月
号
の
12
、
13
ペ
ー
ジ
の
文
字
、

も
う
少
し
大
き
い
と
読
み
や
す
い
と

思
い
ま
す
。

（
村
山
市
／
み
っ
ち
ゃ
ん
さ
ん
)

水
た
ま
り
に
雨
が
降
っ
て
い

る
様
子
を
見
た
り
、
雨
の
音
を

聞
き
な
が
ら
無
心
に
ぼ
ー
っ
と

し
た
り
、
気
持
ち
が
安
ら
ぎ
落

ち
着
き
ま
す
。
い
つ
の
間
に
か

あ
れ
や
こ
れ
や
と
考
え
事
を
し

て
い
る
自
分
に
気
が
つ
き
我
に

返
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
好
き

な
時
間
で
す
。
楽
し
み
は
録
画

し
て
い
た
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
や
映

画
を
観
た
り
、
み
ち
の
く
ぼ
い

す
の
テ
ー
マ
を
じ
っ
く
り
考
え

た
り
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
趣

味
の
折
紙
で
様
々
な
製
作
を
楽

し
み
、
第
２
の
脳
と
言
わ
れ
る

指
先
を
使
い
な
が
ら
、
脳
の
活

性
化
や
認
知
症
予
防
に
つ
な
げ

ら
れ
た
ら
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

(尾
花
沢
市
／
め
い
さ
や
さ
ん
)

Ｅ

Ｄ

Ｂ

Ｃ

Ｅ

Ａ

〝ト
ン
ト
ン
〞と

豆
腐
刻
み
て

角
切
り
に

我
の
中
華
は

辛
き
が
旨
き

※
雨
の
日
は
ス
ー
パ
ー
に
買
い
物
に
出
か
け
て
、
夕
食
に
は
と
り
わ
け
マ
ー
ボ
ー
豆
腐

を
よ
く
作
り
ま
す
。
最
近
は
、
市
販
の
ソ
ー
ス
も
有
名
な
店
を
再
現
し
た
本
格
派

の
も
の
も
あ
り
ま
す
。「
フ
ー
フ
ー
」
と
汗
を
か
い
て
食
べ
る
の
も
雨
の
日
は
良
い

で
す
よ
。

（
村
山
市
／
チ
コ
ち
ゃ
ん
に
ご
し
ゃ
が
れ
る
さ
ん
)

Ｄ

蠍 座
10/24～11/22

【全体運】大変ですが助けてくれる人も多いとき。下旬には挽回可能なので力を蓄え時間を稼ぎましょう。映画、美術鑑賞が吉
【健康運】運動の機会を増やすと体も心も健康に近づきます 【幸運の食べ物】梨

天秤座
9/23～10/23

【全体運】コミュニケーション運が活発に。うれしい申し出も多そうです。誘いはできるだけ参加を。触れ合いの中で得る物も
【健康運】体調を崩しがちかも。無理せず休憩を入れて 【幸運の食べ物】オクラ

Ａ



お知らせ掲示板



お知らせ掲示板

資材関係・価格改定のご連絡

だよりだより理事会理事会

お盆休みのお知らせ

水瓶座

第30回ＪＡみちのく村山
ふれあいゴルフコンペのお知らせ

大石田で廃プラ回収

202620262026

88 水水 88 88 3131 月月

1.501.501.50 （税引前）（税引前）（税引前）

3ヵ月3ヵ月

※ネットバンクへのお申込みはこちらから※ネットバンクへのお申込みはこちらから

３ヵ月自動継続３ヵ月自動継続

災害対策資金園児がさくらんぼもぎ取り体験


